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高齢生活困窮者の社会的孤立を防ぐための方策と課題 
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また，期間の中間時点（2016 年 11 月）および終




の展開と課題」とやま発達福祉学年報 7, 41-46, 2016
年を参考されたい。 
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２．調査対象者 
 本研究の対象者は 5 名であり，年齢は 58 歳～77
歳まで平均は 65.8 歳であった。全て男性であり，か

































本研究のカフェ型活動は，2016 年 8 月～2017 年


















































































研究の中で把握できたのは 1 件のみであった。 
満足度については「交流」「問題解決」「情報収集」

























調査対象者 A B C D E 


































































注：「一般的信頼感」「互酬性の規範」は程度を 0～2，「ネットワーク」は有無を 1 または 0 で記す 
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をまとめたものである。人数が少なく，たくさんの
ことが語られたわけではないが，場のあり方を客観


































































表４ 最終振り返り（2017 年 2 月；カフェ活動期間終了後） 
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